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１ 総則 

 

 本「落札者決定基準」は，調布市（以下「市」という。）が，調布市立調和小学校整備並

びに維持管理及び運営事業（以下「本事業」という。）を実施する民間事業者（以下「事業

者」という。）を募集及び選定するに当たり，入札に参加しようとする者に交付する「入札

説明書」と一体のものである。 
 本事業を実施する事業者には，ＰＦＩや施設の建設，維持管理・運営等の専門的な知識

やノウハウが求められるため，事業者の選定にあたっては，価格及びその他の条件によっ

て落札者を決定する総合評価一般競争入札を採用する。 
 本「落札者決定基準」は，総合評価一般競争入札により落札者を決定するための基準と

して示すものである。 
 
２ 落札者決定方法 

 
 落札者の決定は，参加資格審査・ＶＥ審査と入札書類（入札価格及び提案書）審査の

２段階に分けて実施する。 
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（１）審査の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２）参加資格審査及びＶＥ提案審査の方法 
① 参加資格審査 

入札参加者から提出された参加資格審査書類をもとに，入札説明書に示す参加資格

要件の有無について確認を行い，参加資格が確認できない場合は失格とする。 
 
② ＶＥ提案審査（提出者のみ審査） 

入札参加者から提出されたＶＥ提案書について，表２に示す観点からＶＥ提案採用

の可否について決定する。 
 
③ 参加資格審査の通過者 

参加資格審査の通過者のみが総合評価一般競争入札に参加できる。 
ＶＥ提案の提出の有無及び採用の可否については，入札参加要件としない。 

 

採用が認められたＶＥ提案による 

参加表明時 参加資格審査 
入札参加資格要件の具備を確認 

ＶＥ提案審査 
ＶＥ提案採用の可否を審査 

失格 

入 札 時 開札 

失格 

失格 

審査委員会：優秀提案の選定 

市：落札者の決定 

   入札書類審査 
審査委員会：総合評価による審査 

確認できない場合 

要求水準を
満たさない
場合 

予定価格を超える場合 
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表１ 参加資格の確認 
 確認内容 確認の方法 

建設企業，プール運営企業，代表企業が明確になっていること。 入札参加者から提出された第５号
様式により確認する。 

構成員が他の入札参加者の構成員となっていないこと。 全ての入札参加者から提出された
第５号様式により確認する。 

入
札
参
加
者 

構
成
等 

構成員に工事監理者（横河建築設計事務所）を含まないこと。 入札参加者から提出された第５号
様式により確認する。 

構成員のいずれかが財務面における事業遂行能力を有している
こと。 

入札参加者から提出された会社概
要，貸借対照表，損益計算書によ
り確認する。 

構成員のいずれかが技術面における事業遂行能力を有している
こと。 

入札参加者から提出された会社概
要，営業経歴書により確認する。 

建設企業が建築工事業にかかる特定建設業の許可を受けている
こと。（建設企業が複数の場合は全ての建設企業） 

入札参加者から提出された建設業
許可証明書類により確認する。 

建設企業が平成１１・１２年度調布市競争入札参加有資格者であ
り，建築工事に登録していること。（建設企業が複数の場合は全
ての建設企業） 

市内部資料により確認する。 

建設企業の平成１１・１２年度調布市競争入札参加資格審査にお
ける建築工事の総合評点数値が 1,200 点以上であること。（建設
企業が複数の場合は，1,200点以上のものを少なくとも１者含む
こと） 

市内部資料により確認する。 

建設企業が，平成９年４月１日から平成１２年３月３１日までの
期間に完工した官公庁発注の建築工事で１件の契約金額 25億円
以上の実績を有すること。（建設企業が複数の場合は，25億円以
上の実績を有するものを少なくとも１者含むこと） 

市内部資料により確認する。ただ
し，平成 11 年 4 月 1 日から平成
12年 3月 31日までに完工した業
務については，入札参加者から提
出された受注を証する契約書等の
写しにより確認する。 

参
加
資
格
要
件 

プール運営企業が，受付案内業務，プール監視業務，利用料金徴
収業務，プールコンディション管理業務，衛生監理業務に関する
実績を有していること。 

入札参加者から提出された第 11
号様式により確認する。 

構成員に，地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当する者
を含まないこと。 

入札参加者から提出された第９号
様式により確認する。 

建設企業が，現時点で，市の指名停止措置を受けていないこと。 入札参加者から提出された第９号
様式により確認する。 

構成員に，本事業に係る市のコンサルタント業務に関与したもの
を含まないこと。 

入札参加者から提出された第９号
様式により確認する。 

構
成
員
の
制
限 

構成員に，最近１年間の法人税，法人事業税又は消費税を滞納し
ているものを含まないこと。 

入札参加者から提出された第９様
式により確認する。 

 

表２ ＶＥ提案審査の観点 

審査項目 審査の視点 
機能，性能，品質 設計図書の水準維持又は向上すること。ただし，ライフサイクルコス

トを縮減し，建築物及び工作物の価値を高め，提供するサービス水準
の向上を図るためにより大きな効果が得られると認められるものにつ
いては，例外的に問わない場合がある。 

ＶＥによる効果 可能な限り定量的な効果が明記されていること 
ＶＥの方法 実現可能な具体的実施方法が明記されていること 
ＶＥ提案内容の懸案事項及び
対策 

懸案事項の認識及び実現可能な対策の記述があること。 
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（３）総合評価一般競争入札の方法 
① 入札価格の確認 

入札書に記載された入札価格が予定価格の範囲内であることを確認する。予定価格

を超える場合は失格とする。 
 
② 提案内容の確認 

提案書の各様式に記載された内容が，要求水準書及び入札説明書に示す最低限の要

件を満たしていることを確認する。当該要件について，１項目でも満たさない場合は

失格とする。 
 
③ 優秀提案の選定 
 上記の「①入札価格の確認」，「②提案内容の確認」を通過した入札書類について，

落札者決定基準に基づき，審査委員会において審査を行い，優秀提案を選定する。 
 
④ 総合評価の方法 

総合評価は，入札参加者の提出した提案内容について，各評価項目ごとに評価に応

じ得点を付与し，得点の合計を入札価格の現在価値（割引率 4％）で除して得た数値
（以下「総合評価値」という。）により行い，総合評価値の最も高い者を優秀提案と

して選定する。 
 
⑤ 落札者の決定 

市は，審査委員会の優秀提案の選定を踏まえ，落札者を決定する。 
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３ 落札者決定基準 

 
 落札者決定の基準を定める。審査委員会及び市は，本「落札者決定基準」に基づき，

優秀提案を選定し，落札者を決定する。 
 
（１）落札者決定基準 

入札書類について，以下に示す方法により総合評価値を算定し，当該数値の最も高

い者を最優秀案として選定する。総合評価値の最も高い者が２以上あるときは，当該

者にくじを引かせて最優秀案を選定する。 
 
（２）総合評価値の算定方法 
① 基礎点の付与 

要求水準書及び入札説明書に示される最低限の要件をすべて満たしている者には，

得点（以下「基礎点」という。）を付与する。当該要件について，１項目でも満たさ

ない場合は失格とする。 
 
② 加点の付与 

表３に示される評価項目において，要求水準書及び入札説明書に示される最低限の

要件を超える部分について，評価に応じて得点（以下｢加点｣という。）を付与する。 
 
③ 総合評価値 

評価に基づく各項目の得点の合計（基礎点＋加点）を，入札価格の現在価値（割引

率 4％）で除して得た数値をもって，評価を行う。 
加点の算定基準については別紙の「加点付与基準」によるものとする。 

 

表３ 評価項目と配点 
 基礎点 加点 合計 

施設の建設  ７ 
ＶＥ提案による機能向上 （２）  
施工計画 （５） 

施設の維持管理  ３ 
プール施設の運営  ７ 
事業計画  ８ 
事業計画 （５）  
リスク管理方針 

７５ 

（３） 

― 

合計合計合計合計    ７５７５７５７５    ２５２５２５２５    １００１００１００１００    
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（３）総合評価の模式図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 入札参加者の提案する｢入札価格の現在価値（割引率 4％）｣と価格以外の評価に
基づく得点を図示すると上図ののようになり，勾配の高い者が高順位となる。 
 上図の例では，入札価格の現在価値（割引率 4％）の高い「Ａ」が「Ｂ」より高
い総合評価値を得る。 

 

得
点(

価
格
以
外
の
評
価) 

基礎点(75)

基礎点+加点(100) 

入札価格の現在価値（割引率 4％）
予定価格 

失格 

失格 

 Ａ ○ 

○ B 
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別 紙 

加 点 付 与 基 準 
 
＜評価項目と配点＞ 

評価項目と配点 
 基礎点 加点 合計 

施設の建設  ７ 
ＶＥ提案による機能向上 （２）  
施工計画 （５） 

施設の維持管理  ３ 
プール施設の運営  ７ 
事業計画  ８ 
事業計画 （５）  
リスク管理方針 

７５ 

（３） 

― 

合計合計合計合計    ７５７５７５７５    ２５２５２５２５    １００１００１００１００    
 
 
＜項目別評価基準＞ 
 
１．施設の建設（配点７）１．施設の建設（配点７）１．施設の建設（配点７）１．施設の建設（配点７）    
 
1-1 ＶＥ提案による機能向上（配点２／７） 

 ＶＥ提案に基づき，機能の向上に対して優れた提案であると認められる場合には，

評価に応じ加点を付与する。 

 
○ＶＥ提案を行わない，または提出したものの採用されない場合は当該項目

における加点はない。 
○採用が認められたＶＥ提案の範囲において，設計図書に示す水準を超える

「福祉対策」，「省エネルギー対策」，「リサイクル対策」，「周辺環境対策」，

「その他の対策」についての提案を評価する。 
○前記５項目の各々について，機能向上の程度を勘案した上で，（０，＋１

ポイント，＋２ポイント）の３段階評価を行う。 
○前記５項目の評価１ポイントにつき 0.2点を当該評価項目の加点として，
付与する。 
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評価ポイント合計 加点 
１０ ２．００ 
９ １．８０ 
８ １．６０ 
７ １．４０ 
６ １．２０ 
５ １．００ 
４ ０．８０ 
３ ０．６０ 
２ ０．４０ 
１ ０．２０ 
０ ０．００ 

 
1-2 施工計画（配点５／７） 

 市は本事業を実施するにあたり，平成１４年９月の開校を本事業の主たる目的の

一つとして捉えている。したがって，開校時期を前提とした適切な施工計画及び工

程計画であるとともに，着工までの手続き・近隣住民対策及び不測の事態への対応

について，具体的かつ実現可能であると認められる提案に対して，評価に応じ加点

を付与する。 

 
○本事業の実施に関し，着工までに必要となる手続き等を踏まえた上で，適

切かつ実現可能な施工計画及び工程計画を立案しているか，また，不測の

事態が生じた際に，工程を遵守するための信頼できる対策が提案されてお

るか等について評価を行う。 
○提案の内容を総合的に評価を行い，評価に応じて５段階評価により加点を

付与する。 
 
 

評価 評価の意味 加点 
Ａ 当該項目に関して特に優れている ５．００ 
Ｂ ＡとＣの中間程度 ３．７５ 
Ｃ 当該項目に関して優れている ２．５０ 
Ｄ ＣとＥの中間程度 １．２５ 
Ｅ 当該項目に関して優れているとはいえない ０．００ 

 
    
２．施設の維持管理（配点３）２．施設の維持管理（配点３）２．施設の維持管理（配点３）２．施設の維持管理（配点３）    
 

 学校施設の維持管理は，一般的な施設と異なり、教育面から児童と分担が生じる等

の特徴がある。また，本事業において，施設等の水光熱費は事業期間を通じて市が直
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接支払うものであるが，その額は維持管理の方法等によって変動する可能性がある。 
 施設の維持管理業務に関し，優れた提案であると認められる場合には，評価に応じ

加点を付与する。 
 

○学校施設の特性を認識した上で維持管理が提案されているか，及び市が負

担する水光熱費の削減提案について具体的かつ実現可能と判断される提

案がされているか等について評価を行う。 
○提案の内容を総合的に評価を行い，評価に応じて５段階評価により加点を

付与する。 
 
 

評価 評価の意味 加点 
Ａ 当該項目に関して特に優れている ３．００ 
Ｂ ＡとＣの中間程度 ２．２５ 
Ｃ 当該項目に関して優れている １．５０ 
Ｄ ＣとＥの中間程度 ０．７５ 
Ｅ 当該項目に関して優れているとはいえない ０．００ 

 
 
３．プール施設の運営（配点７）３．プール施設の運営（配点７）３．プール施設の運営（配点７）３．プール施設の運営（配点７）    
 

 プール運営業務のうち市民開放事業の実施については，市民のニーズに合致した多

様かつ質の高いサービスが柔軟に提供されることが望ましい。プール運営業務の提案

の評価に当たっては，企業の有する専門的な知識やノウハウを活用し，利用者のニー

ズ及びニーズの変化に対応した良質で多様なサービスを柔軟に提供する等，優れた提

案であると認められる場合には，評価に応じ加点を付与する。 
 

○提案の内容を総合的に評価を行い，評価に応じて５段階評価により加点を

付与する。 
 
 

評価 評価の意味 加点 
Ａ 当該項目に関して特に優れている ７．００ 
Ｂ ＡとＣの中間程度 ５．２５ 
Ｃ 当該項目に関して優れている ３．５０ 
Ｄ ＣとＥの中間程度 １．７５ 
Ｅ 当該項目に関して優れているとはいえない ０．００ 
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４．事業計４．事業計４．事業計４．事業計画（配点８）画（配点８）画（配点８）画（配点８）    
 
4-1 事業計画（配点５／８） 
 

 市は本事業を実施するにあたり，平成１４年９月の開校を本事業の主たる目的の一

つとして捉えている。したがって，落札者決定後，速やかにＳＰＣが設立されるとと

もに，運営期間中のみならず開校までの資金調達等を含めた事業計画が適切に実行さ

れることが要件であると認識している。ＳＰＣの速やかな設立についての具体的かつ

実現可能と認められる提案，及び資金調達・返済計画についての具体的かつ実現可能

と認められる優れた提案に対し，評価に応じ加点を付与する。 
 

○事業の健全性として「適切な償還計画」を立案していること，融資の実現

可能性として「金融機関の関心表明書」等が添付されていること，開校ま

での「資金計画」等について評価を行う。 
○提案の内容を総合的な観点から５段階評価を行い，評価に応じて加点を付

与する。 
○落札者決定後，速やかなＳＰＣの設立及び融資の確約が認められる提案に

は，５．０点を付与する。 
 
 

評価 評価の意味 加点 

Ａ 
 
当該項目に関して特に優れている 
（ＳＰＣの速やかな設立，融資確約の提案） 
 

５．００ 

Ｂ ＡとＤの中間程度を超える提案 ３．７５ 
Ｃ ＡとＤの中間程度を超えない提案 ２．５０ 
Ｄ 金融機関の関心表明の添付 １．２５ 
Ｅ 当該項目に関して優れているとはいえない ０．００ 
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4-2 リスク管理方針（配点３／８） 
 

 市は本事業を実施するにあたり，平成１４年９月の開校を本事業の主たる目的の一

つとして捉えている。市は，市が提示したスケジュールの中で，１６年間の事業協定

を締結しＰＦＩ事業として適切に実施するにあたっては，ＰＦＩに対する適切かつ十

分な知識と経験が必要であると認識している。 
 入札参加者のＰＦＩ事業の実績や応募の実績の経験等に基づき，本事業の特徴を踏

まえた本事業のリスク管理についての方針や対策が，適切かつ具体的で実現可能と判

断される優れた提案であると認められる場合には，評価に応じて加点を付与する。 
 

○提案の内容を総合的に評価を行い，評価に応じて５段階評価により加点を

付与する。 
 
 

評価 評価の意味 加点 
Ａ 当該項目に関して特に優れている ３．００ 
Ｂ ＡとＣの中間程度 ２．２５ 
Ｃ 当該項目に関して優れている １．５０ 
Ｄ ＣとＥの中間程度 ０．７５ 
Ｅ 当該項目に関して優れているとはいえない ０．００ 

 


